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ときに見
み

えるようにしました。
ママのすすり泣

な

く声
こえ

が聞
き

こ
え，目

め

のはしにはなみだが見
み

え
ました。
「ママ，大

だい

好
す

きよ」とサラは言
い

っ
て，うでをママのこしにまわし，
ぎゅっとだきしめました。
「わたしもよ。」

学
がっ

校
こう

が始
はじ

まる前
まえ

の土
ど

曜
よう

日
び

に，
ママとサラは古

ふる

着
ぎ

を着
き

て，家
か

具
ぐ

をサラの部
へ

屋
や

の真
ま

ん中
なか

に動
うご

か
し，ペンキのローラーを黄

き

色
いろ

いペン
キの入

はい

ったトレーにそっとおしこ
みました。少

すこ

したつと，かべは黄
き

色
いろ

にぬられました。二
ふた

人
り

の顔
かお

と
服
ふく

も真
ま

っ黄
き

色
いろ

でした。
「お日

ひ

様
さま

の光
ひかり

をかぶったみた
いね」とママは笑

わら

いながら言
い

い
ました。

サラはクスクス笑
わら

いました。
「ママこそ，となりでバナナが爆

ばく

発
はつ

したみたいよ！」

イ
ラ
ス
ト
／
ア
ン
デ
ィ
ー
・
エ
ル
カ
ー
ト
ン

新
あ た ら

しい章
し ょ う

ジェーン・マクブライド
ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました。

「たくさんの祝
しゅく

福
ふく

のおかげで自
じ

分
ぶん

でいられることに感
かん

謝
しゃ

し
ます」（Children’s Songbook, 11）

サラが部
へ

屋
や

で箱
はこ

の中
なか

身
み

を取
と

り出
だ

していると，ママが部
へ

屋
や

に入
はい

ってきました。
「かべを黄

き

色
いろ

にぬってもいい？」
とサラはたずねました。

サラの家
か

族
ぞく

は，ほかの家
いえ

から
引
ひ

っこしてきたばかりでした。新
あたら

しい部
へ

屋
や

のキルトとカーテン
を選

えら

ぶのは，サラにまかされて
いました。
「そうね」とママは言

い

いまし
た。「黄

き

色
いろ

は幸
しあわ

せの色
いろ

よね。」
サラは，ベッドの横

よこ

の小
ちい

さな
たなに本

ほん

を数
すう

冊
さつ

ならべまし
た。パパが事

じ

故
こ

でなくなっ
てから，ママは最

さい

近
きん

，幸
しあわ

せ
そうでないことがありまし
た。サラはお気

き

に入
い

りのパ
パの写

しゃ

真
しん

を本
ほん

のとなりに
大
たい

切
せつ

に置
お

き，毎
まい

朝
あさ

起
お

きた
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サラは新
あたら

しい章
しょう

という言
こと

葉
ば

に特
とく

に注
ちゅう

意
い

をはらいました。サラは
読
どく

書
しょ

が大
だい

好
す

きで，新
あたら

しい章
しょう

が
始
はじ

まるときにいつもわくわくし
ます。
翌
よく

朝
あさ

，サラとママは教
きょう

会
かい

に
行
い

きました。聖
せい

餐
さん

会
かい

の後
あと

，マ
マはサラが初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の教
きょう

室
しつ

を
見
み

つけるのを手
て

伝
つだ

ってくれまし
た。教

きょう

室
しつ

の中
なか

にいた女
おんな

の子
こ

がサ
ラにほほえみかけ，「こんにちは」と

言
い

ってくれました。
「もしよかったらここにすわって」と言

い

い，となりの空
あ

いている席
せき

を軽
かる

くたたきました。
「ありがとう」とサラは言

い

いました。「わたしはサラ。こ
こは初

はじ

めてなの。」
「わたしはメロディよ。わたしもここに来

き

たばかりなの！
今
きょう

日でまだ 2 回
かい

目
め

よ。」
すぐに，メロディとサラはほかの初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の子
こ

供
ども

たちとも
打
う

ちとけました。教
きょう

師
し

はとても親
しん

切
せつ

な人
ひと

でした。
「学

がっ

校
こう

もこんなふうにうまくいくといいな！」サラはその
夜
よる

，ベッドに入
はい

ってそう思
おも

いました。
翌
よく

日
じつ

，サラはバスに乗
の

って新
あたら

しい学
がっ

校
こう

に行
い

きました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の子
こ

供
ども

が何
なん

人
にん

か 3 年
ねん

生
せい

のクラスにいるのを見
み

て，と
てもうれしくなりました。
「天

てん

のお父
とう

様
さま

，ありがとうございます。」サラは新
あたら

しくでき
た友

とも

達
だち

とお昼
ひる

ごはんを食
た

べながら，心
こころ

の中
なか

でいのりました。
「やっぱり，すてきな章

しょう

になりそうだわ。」●
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

コロラド州
しゅう

に住
す

んでいます。

片
かた

付
づ

けながらも，二
ふた

人
り

はまだ
笑
わら

っていました。でもサラは，
あしたは初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に，その翌
よく

日
じつ

は学
がっ

校
こう

に行
い

くことを考
かんが

える
と，ほほえみが消

き

えていきま
した。
「教

きょう

会
かい

と新
あたら

しい学
がっ

校
こう

のこと
が不

ふ

安
あん

なの。」流
なが

し台
だい

でペン
キのハケをゆすぎながら，サラ
はママにうち開

あ

けました。「先
せん

生
せい

も友
とも

達
だち

も，だれも知
し

らないんだ
もの。」
ママは水

みず

を止
と

めると，サラを引
ひ

きよせ
てだきしめました。
「きっと友

とも

達
だち

ができるわ。あなたの思
おも

いやりのある心
こころ

に，きっとみんな引
ひ

き付
つ

けられるわ。すてきなあなたでい
れば，友

とも

達
だち

ができるわよ。」
サラは少

すこ

し心
こころ

が軽
かる

くなりましたが，まだ心
しん

配
ばい

でした。
「お父

とう

さんがいてくれたら祝
しゅく

福
ふく

してもらえるのに」と言
い

い
ました。「新

しん

学
がっ

期
き

の前
まえ

にいつも祝
しゅく

福
ふく

してもらってたみたい
に。」
ママは少

すこ

しの間
あいだ

だまっていました。「ワイアットおじさん
はどうかしら」とママは言

い

いました。「喜
よろこ

んで祝
しゅく

福
ふく

してくれ
ると思

おも

うわよ。」
サラはうなずきました。祝

しゅく

福
ふく

してもらうといいかもしれま
せん。
その夜

よる

，サラのおじさんは，サラの頭
あたま

の上
うえ

に手
て

をおいて，
祝
しゅく

福
ふく

をさずけてくれました。
「あなたが人

じん

生
せい

の新
あたら

しい章
しょう

を始
はじ

めるにあたり，救
すく

い主
ぬし

が
あなたを気

き

にかけてくださっていることが分
わ

かるよう祝
しゅく

福
ふく

し
ます。主

しゅ

はあなたをひとりにはされません。」
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